第28回　施設処遇検討会議　議事録　H23.1.17

13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：秋山S.G.M小坂和子・上平ユリ子・木村春子・

・須々田珠実・馬渕豊子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M中村文洋・小笠原嘉紀）

記　録：馬渕豊子
議題

１：佐藤ミツ子様　　（青風荘入所者様）の処遇について

２：松川順子様　　　（青山荘入所者様）の処遇について

１：佐藤ミツ子様　（青風荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　精神遅滞（IQ45）　　合併症：なし

＜問題点・介入方法＞

1 身の回りのこと（整理整頓）　

· 入所時からの経過で改善は見られている。衣類収納、掃除で定期的に行う事が困難さ見られた際に本人のできる場面に合わせて一緒におこなうことへのサポートを継続する。

· できていることの評価を本人に伝わるよう褒め、自信につながるように声掛けする。
· 外出時の服装は、適正に着用できるよう見守り、アドバイスや励ましをする。
　　　

2 日常生活全般篭ること

· 自室に篭る事が多いため、ホールに来て過ごすことへの環境づくりをする。集中して趣味でぬりえをする事もある為ホールに促しきっかけを作る。

3 他者交流

· 集団場面が苦手で自ら積極的な交流をする事は少ないが、話し掛けには返答できる。

· 定期的な面談などで話しかける機会が増えると、人前で発表や歌を歌うなどの変化も見られて褒められることで表現を上手く伝えて変化が見られる。　

　

　＜評価＞

　　　

· 問題点については、少しずつの変化ではあるが改善はされている。今後もその場に応じて過剰にならない程度に見守りと励まし、継続した支援は必要。

集団行動も苦手としているが入所時から９年余りで少しずつだが変化もみられている。

自由時間に楽しんでおこなえるぬりえも満足されているので、良い所と評価しながら本人様の生活スタイルを維持して褒めることで、自信にもつながり、他者との関わりも落ち着いてすごせるようサポートする。

　

２：　松川順子様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点・介入方法＞

1 金銭管理

・　昨年4月八戸市福祉事務所から調査依頼があり、調査後に年金の遡及請求の処理が行われる。　

· 毎月入所料59,000 円と小遣い15,000円引き落として、遣り繰りしている。

それ以外に休日外出した際に買物経費で（衣服類、CD、雑誌）として引き落とす事あり浪費癖と無駄遣いにつながることも懸念されるので、指導行う。

　　・　計画的に金銭管理がされる昨年10月から家計簿を記載している。買物で必要物品だったかどうか振り返りを行う。

2 生活リズム（自室に篭る・時間・保清面）

· 生活時間、施設内のプログラムの時間は最近改善されてきたが他の場面でマイペースなところが見られる。通所時間直前まで自室に居てデイケア通所がギリギリだったり、朝体操やミーティングに遅れ気味に来て参加で時間前行動するよう指導。

· 通所時間直前の為に髪の毛に寝癖がついたままだったり、自室の整理整頓がされずに乱雑さが通常で片付ける習慣が薄い為、介入が必要。

4 自炊訓練

· 将来、単身生活が考えられる為、毎週火曜日自炊訓練を実施している。食材買物を行いインスタント食品も利用しながら継続中。自らもレシピ本を積極的に参考にしながら行う。

· 調理した後は記録に取り、振り返りを行っている。

　
＜評価＞

　・　施設プログラム中や食事中に、体調不良を訴えて席をはずすことが多く見られていたが、最近はそのような訴えはなく経過していて前向きな面は評価する。

　　　休日、一人で外出する事が多く見られている。買物にも興味があり、衝動買いで浪費傾向にある為、金銭管理には十分に注意を払い介入していく。

退所後には、単身生活も考えられるため、自炊訓練、生活リズム、整理整頓、整容面にも重点をおいて指導と介入し改善を図る。






